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W57b 「すざく」搭載X線CCDカメラ (XIS)の時刻付けの較正 その 2
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「すざく」衛星搭載のX線CCDカメラ (XIS)は、観測天体の明るさや観測目的に応じて、複数のモードやオプ
ションを使用することができる。前回 (08年 秋)の年会では標準モードに burstオプションを付加した場合の時刻
付けの較正の結果について報告した。今回、その結果を改訂するとともに、Windowオプション、Psum/Timing
モードを使用した場合の時刻付けの較正を新たに行ったので、その結果について報告する。
通常、X線検出器の時刻付けの較正には、カニパルサー等のパルス到着時刻が既知のパルサーを使うことが多

い。実際、「すざく」搭載硬 X線検出器 (HXD)はこの方法で時刻付けの較正がなされている。そこで、我々は X
線連星パルサーHer X-1 (パルス周期 1.24秒)を用い、0.1秒 burstオプション (時間分解能 0.1 s)を使った観測と、
Psum/Timingモード (時間分解能 7.8 ms)を使った観測を行なった。また、ランダムな時間変動をするブラック
ホール候補天体 Cyg X-1を 1/8 Windowオプション (時間分解能 1 s)を用いて観測した。
Her X-1、Cyg X-1 は時間変動、パルス波形のエネルギー依存性が少ない天体である。従って、HXD/PINで求

めたパルス波形や時間変動と比較することで時刻付けの較正を行うことが出来る。我々はこの方法でHXD/PINを
基準としてXISの時刻付けを調査し、XISの時間分解能より十分高い精度で較正を行うことに成功した。講演では
その結果について報告する。


